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大阪工業大学（学長：井上正崇）工学部（学部長：川田裕）空間デザイン学科の学生たちが、福島県 

いわき市の仮設住宅で避難生活を送られている方々に使っていただこうと、段ボール家具を製作しま 

した。今回学生たちが製作したのは、三層強化段ボールを使ったテーブルと座椅子 25 セットで、1 

月 27 日に現地に向けてお送りしました。これらの家具は今後、いわき市などで支援活動をされてい 

るグループを通じて同市内の被災者の方々に届けられる予定です。 

 

これは同学科プロダクトデザイン研究室の教員が、福島県いわき市在住の知人から「仮設住宅で利用 

してもらうために 3 層強化段ボール製のテーブルを 32 組製作して希望者を募ったところ、250 件 

の応募があった」という話を聞き、それを知った同研究室の 3 年次生 9 人が「遠く離れた関西に住 

む自分たちが、今できる支援をしたい」と製作に取り組んだものです。 

テーブルのサイズは所定の規格に則り、天板は一辺が 600mm、高さが約 300mm。座椅子は小さ 

な子どもたちや正座をするのが困難な高齢者の方に使っていただくのに手軽なサイズです。学生たち 

は「自分たちが製作したテーブルを見た子どもたちが少しでも喜んでくれるように」「テーブルのデ 

ザインをきっかけに、テーブルを囲んだ人たちに会話が広がるように」との願いを込めて、「関西紹 

介マップ」「星座」「絵本」「だまし絵」「シール」の 5 テーマで天板をデザインし、授業や課題制作 

の合間、年末年始などを利用して製作しました。 

 

震災から約 10 ヵ月が経つ今も、仮設住宅などでの避難生活を余儀なくされている方が大勢おられる 

中で、段ボール家具の製作に取り組んだ学生たちは、息の長い支援が必要であるとの認識を新たにし 

ました。本学では、学生たちの気持ちがこもった段ボール家具が復興に向けて活動を続ける地域のお 

力になれることを願うとともに、被災地から遠く離れた大阪から継続できる支援の形を今後も模索し 

ていきたいと考えています。本件についてご不明な点などございましたら広報室までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

                              

【ご参考】製作した段ボール家具は、学生たちの手書きのメッセージとともにお送りしました 

■本件に関するお問い合わせ先・本件発信部署 

学校法人常翔学園広報室（担当：井上、木村）      TEL.06-6954-4026 

〒535-8585 大阪市旭区大宮 5-16-1 
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